
〇 消費・安全対策交付金のうち
病害虫の防除の推進
＜対策のポイント＞
病害虫の薬剤抵抗性の発達や、気候変動等の影響による病害虫の発生パターンの変化、農薬登録の見直し等による使用可能な農薬の減少等により、
防除が困難となっている作物に対する緊急的な防除体系の確立を支援します。

＜事業目標＞
病害虫の薬剤抵抗性の発達や発生パターンの変化、使用可能な農薬の減少等に対応する効果的な防除体系の構築

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．防除が困難となっている作物に対する緊急的な防除体系の確立
病害虫の薬剤抵抗性の発達、近年の気候変動等の影響による病害虫の発生
パターンの変化、登録農薬が少ない地域特産作物（マイナー作物）における病害
虫被害の発生、登録農薬の見直し等による使用可能な農薬の減少等により、従来
の防除対策では防除が困難となっている作物について、緊急的な防除体系の確立
に向けた代替農薬の選定、新たな防除技術の実証等を支援します。

２．総合防除の普及のための指導者の育成
総合防除の普及のため、指導者の育成に必要な研修・講習への参加、当該

研修・講習の開催等を支援します。

【令和６年度予算概算決定額 1,720（2,006）百万円の内数】

［お問い合わせ先］消費・安全局植物防疫課（03-3502-3382）

防除が困難となっている作物に対する防除体系の確立

効果的な防除体系の構築

薬剤抵抗性病害虫
（例）DMI剤耐性リンゴ黒星病、ストレプトマイシン耐性モモせん孔細菌病

近年の気候変動等の影響により発生が増加した病害虫
（例）大雨等の影響により多発生となったタマネギべと病

→薬剤感受性検定の実施による薬剤耐性の
発達状況の把握

→効果の高い農薬の選定と新たな防除体系の
確立

→雨の影響を受けづらい効果的な農薬の散布
方法の検証

農薬登録の見直し等に伴う使用可能な農薬の減少
→現場のニーズに対応した代替農薬の選定
→新たな防除技術や資材の実証

→代替農薬の選定と新たな防除体系の確立
→ローテーション散布の有効性の検証
→薬剤感受性検定方法、効率的なモニタリング
手法等の確立

＜事業の流れ＞
定額（1/2以内）

定額（1/2以内）定額（1/2以内）国
都道府県等

都道府県等 農業者団体等
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